
lプロジェクト－61

63 



． 

第11回環境リモートセンシングシンポジウム
地涼温暖化寄附研究部門セッション （S1)
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S1）寄附研究部門股立にあたって一地球温暖化研究と実利用一

（ 環境問題への取り組みは ・・？
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f日本の血肉co＿批量はどれどけか・
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S1）寄附研寛郷門股立にあたって一地疎
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S1 寄附研究部門設立にあたって一地球温暖化研究と実利用一

（ 環境リモートセンシングの新たな立ち位置？ j 

人間の五感を総動員した『気象感測』

はたして、『観測』は人間の五感を助けるか・・・？
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S1）寄附研究部門設立にあたって一地球温暖化研究と実利用一

「研究部門の目的」

・ 温暖化の影響への「対策」「適応」に関する研究

〆 主lこ「交通Jと「気象Jとの関わりに焦点をあてて

・ 産学連携の研究の場

〆 研究活動と社会における実利用との接点
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S1）寄附研究部門設立にあたって一地球温暖化研究と実利用一
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http://www.cr.chiba-u.jp/index.html 

http://weathernews.com/jp/c/ 
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S1) 寄附研究部門設立にあたって一地球温暖化研究と実利用一

「研究部門の活動内容J

・ リモートセンシングと気象・海象情報を活用した
温暖化影響への「対策」「適応Jに関する研究

・ 具体的な研究テーマとして・・・
北極海航路の開拓と開発研究

マイクロ波散乱計測による積雪および路面凍結モニタリング
リモートセンシングと数値モデルを利用した温媛化研究と社会的還元

唱。

次世代円偏波合成関口レーダ繕厳小型衛星の開発と温暖化・災害情報の提供方策

空間情報による気象災害の素因解析とその知機ペース化
衛星および地上計測による大気・気象パラメー舎の収集と気候変動研究への応用
高精度全E意気象衛星データの作成と活用方策
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S1) 寄附研究部門設立にあたって一地球温暖化研究と実利用一

「研究成果公表の場」

・ 研究成果の公表や討論の場として・・・

，／ 寄附研究部門シンポジウム、セミナー、など

・ 一般の方々への情報発信の場として・・・

J サイエンス・カフェ、など
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